
占領研究 40年

竹 前 栄 治

本稿は 2004 平成 16 年 1月 5日 東京経済大学 E201教室にておこなった

最終講義に多少の修正を加え 註を付したものである

はじめに

きょうは東京経済大学の最終講義ですので いつもの日本現代政治史の

講義ではなくて 私がここ 40年間ほど研究してきた日本占領史の話とか

失明してから感じていることなどについて少しばかり話をさせていただき

たいと思います

振り返ってみますと 今から 50年前に信州の山奥から東京に出てきて

アルバイトをしながら大学を卒業し 中学校 高等学校 高等専門学校な

どの教師をしながら大学院に通い 留学によって占領史への眼を開かれ

帰国してからそれを論文にまとめて学位 を取得しました 著書もプロフ

ィールの方に一部載せてありますが 著作目録参照 まあまあ出すこと

ができ 特に今紹介がありましたように 2年前にイギリスとアメリカか

ら Inside GHQ という英語で 750ページの本を出したことに対して

アメリカとイギリスの専門家から 10点あまり の非常にいい評価をいた

だいたり また 1990年頃から イギリスとかアメリカの紳士録 あるい

は人物辞典 などにも占領史研究のパイオニアとして紹介 されるように
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なりました 失明にもかかわらず このようにやってこられましたのは皆

様方のご協力の賜と感謝の気持でいっぱいです

1 東京経済大学就任のいきさつ

私が東京経済大学に赴任したのは ちょうど 30年前の 1974年 4月でし

た 教授会で採用決定されたとの電話連絡は ワシントンの日本大使館で

受けました ちょうどそのときは大蔵省から 昭和財政史プロジェクト

のための資料収集を委嘱されて 国立公文書館 ナショナル・アーカイヴ

ス などで収集作業に当たっていたからです 私をこの東京経済大学に誘

ってくださった本学 民法学の依田教授とは 東京大学社会科学研究所の

戦後改革プロジェクト それから 思想の科学研究会占領サークル ある

いは 日本占領史研究会 などを通じて親しいつき合いをしていましたの

で 中央大学や法政大学からも話はあったのですが この東京経済大学に

決めさせていただきました

担当科目は労働法 講義は労働法の講義とゼミの指導でして 労働法の

講義では現行労働法はどのように制定されたのか また直接学生諸君が就

職 あるいはアルバイトなどで役に立つ労働基準法の知識 組合活動など

によって不利益をこうむったとき つまり不当労働行為を受けたときにど

のように救済されるか あるいはその手続きなどについて また業務上病

気や負傷したとき どのような利益を受けることができるかという 労働

者災害補償保険などについて重点を置いて話をしてきました そのせいか

どうか分かりませんが 昼・夜合わせて 1,000人以上の履修者が出たこと

も度々ありました

ゼミでは 私の専門である 占領と戦後改革 夜のゼミでは労働法の判

例 それからここ数年間は 障害者政策 私自身が障害者ですので障害者

問題などについて学生と一緒に研究をしてきたというわけです
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そのほかに海外ゼミ研修もやりました しかし 最初のハワイ大学 歴

史学のジョージ・アキタ教授ゼミ との交流計画を学長にもっていったと

ころ もし事故が起きても大学は責任を負えません と言って賛成して

もらえませんでした そこで私は 私の留学体験から外国の学生と意見を

交換することがどれほど視野を広め人生を変えるか 事故はどこにいても

起きること そのために事前指導を徹底し 保険を利用します と説得し

ましたが 結局 公的ではなく 私の責任で実施することになりました

結果は大成功で 参加した学生たちも大変ためになったと喜び このよう

な交流はもっと早く実施してほしかったという意見でした

この交流は 1981年 2月でしたが 当時は政府レベルの交流はあっても

民間レベル すなわち people to peopleの Exchangeとか Interchangeは

なく ましてや海外の大学とのゼミ交流は珍しかったので 朝日新聞

1981.2.13 に 民際交流のすすめ として紹介しました その後 東京

経済大学でも海外ゼミ研修が非常に盛んになりましたが 私のハワイ大学

との交流がその走りだったと自負しています

ハワイ大学との交流が成功したので 続けてシンガポール大学 韓国の

外国語大学および崇文大学 スウェーデンのストックフォルム大学 アメ

リカのハーバード大学およびミシガン大学との交流を行なって異文化理解

に努めました また国内でも 琉球大学の大田昌秀ゼミなどと交流しまし

た

2 占領史研究への開眼

1 占領研究のきっかけ

つぎに 私がいつから占領研究に関心をもったかについてお話しします

そもそも米軍による日本占領は 1945年 昭和 20年 私が中学 1年生のと

きに始まったのですが 当時 中学校でも民主主義の波が押し寄せてきて
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自治会が結成されたり 先生方に対して戦時中の戦争責任を追及したりし

て たいへん騒然とした時期でした そんな中で私は 社会科学研究会

に属してマルクス主義の本を講読したり カムカム・クラブ を結成し

てNHKの カムカム英会話 放送を利用してクラブ活動をしたり 陸上

競技部で 1,500メートル あるいはマラソンに没頭していました そんな

わけで 二・一ゼネスト禁止 とか あるいは 下山 三鷹 松川 など

の怪事件については 全く知りませんでした したがって 当時は占領な

どということは頭の中になかったわけです その後 アルバイトとして

軽井沢で進駐軍のゴルフのキャディをしたり 大学に入ってからは東上線

の先の成増にあるキャンプ・ドレイクでビアホールのウェイターをやった

り 御殿場にあった米軍の第 43工兵大隊のキャンプで通訳をやったりし

ましたが 占領についてはほとんど関心がありませんでした

それではいつから占領研究に興味を持ったのかと言いますと 1964年

昭和 39年 東京オリンピックの年にイースト・ウエスト・センター

EWC というアメリカの国費留学で ハワイ大学とカリフォルニア大学

の大学院に留学したときです たまたまハワイ大学総合図書館で ハーバ

ード大学のライシャワー教授の指導の下に書いたマルティン・カマーチョ

の 対日労働行政 という博士論文に出会ったときです 彼は当時 関東

軍政部や東京軍政部の労働担当官を務めましたが その論文を読んだとこ

ろ あまりにも反共主義的なイデオロギーが強くて これは日本の学会の

学風とは大分違う 同じ資料を使っても私が書いたならば かなり違った

結論になるのではないかと思いました

実は私が留学した目的は 修士論文で 政党と労働組合 具体的には

川鉄労組と社会党 沼尻鉱山労組と日本共産党 という実地調査をし

て論文を書いたのですが これを今度 イタリアとかフランスとかドイツ

イギリス アメリカ こういう 5カ国の政党と労働組合との関係について

比 研究をするということでした しかし このカマーチョ論文を読んで

占領研究 40年

― ―



からは 日本でもほとんど占領政策に関する論文や研究はありませんでし

たので これを私の博士論文のテーマにし それ以後 占領研究にのめり

こむことになったのです

2 資料・研究方法・指導教官

いざ資料を調べてみますと 日本にはほとんど第一次資料というものは

ありませんでした ところがアメリカの大学とか国立公文書館とか ある

いは議会図書館 Library of congress などを回ってみますと いろいろ

と重要な資料がありました こういう資料を渉猟して持ち帰り またロバ

ート・スカラピーノという 日本と朝鮮と中国の政治に詳しい教授が 自

分の手で集めた 対日労働政策 に関する原資料をマイクロフィルム化し

たものを私に貸してくださったりして 資料的にはとても助かったわけで

す その過程で 対日占領政策 に中枢的な役割を果たしたコロンビア大

学のヒュー・ボートン教授に会いまして 彼の書いた Presurrender
 

Planning for Japan 降伏前における対日政策 というモノグラフという

か パンフレットをいただきました これを読んだところ それまで政策

というのは一体 陸軍省でつくったのか GHQでつくったのか あるいは

日本の外務省にあたる国務省でつくったのか 全くわからなかったのが

その 対日占領政策 というものが通称スウィンク SWNCC；State-

War-Navy-Coordinating-Comittee といわれている国務・陸軍・海軍三

省調整委員会で決定されたこと とくにその下部機関であった SFE Sub-

committee for the Far East という 極東小委員会 で実質的には決定

されたことがわかったのです それに JCS 統合参謀本部 がかなりか

かわりを持っていたことを知ったときには 本当に目からうろこが落ちた

思いでした

そのように いろいろ資料を集め 関係者に会いましたが 普通 公文

書を読んでもわからないことがいっぱいあるわけです もっともそういう

文書は全部 正直に書いているとは限りませんし 本当に大事なことは書
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かれない場合が多くあるので 真実を知るために 関係者にインタビュー

をすることにしたわけです 私の場合は対日労働政策ですから GHQの

労働課にいた人 労働課長 5人全員を含めて 22名のスタッフにインタビ

ューすることができました ただ どこにその人たちがいるかを探すのに

かなり苦労しました 次から次と 芋づる式に住所を聞きだしましたが

1人だけ初代労働課長のカルピンスキーさんだけはわかりませんでした

日本人の関係者に聞いても アメリカ人の労働課の人たちに聞いても一向

にらちがあきませんでした そこで ふっとカルピンスキーさんはニュー

ジャージーの仲裁委員をやっていたということを 何かの本で読んだ記憶

がありましたので ちょうどハワイ大学の時お世話になったササキ教授が

ラトガーズ大学の教授になってニュージャージー州に住んでおられること

を思いだして その先生に ニュージャージーの電話帳で調べていただけ

ませんか とお願いしたところ 1週間もたたないうちに国際電話で 竹

前さん見つかりましたよ と連絡があって カルピンスキー氏に電話して

私とのインタビューの日程までアレンジしてくださいました そんなふう

にして住所がやっと見つかって これは貴重な初代の労働課長ですからた

いへん有難く思いました

それから 2代目労働課長のコーエンさんとは何回も会っていますが と

くに印象に残っているのは メキシコのグアダラハラにあるプール付きの

素晴らしい豪邸に 3晩泊めていただいてインタビューをしたときのことで

す 深夜に広い彼の庭を散策しながら また日中は彼の自宅の飛び込み台

まである深いプールで泳いだ合間に プールサイドでどきどきするような

隠された事実をつぎつぎと聞き出すことができました

また総評結成に非常に尽力され その後 国務省に勤務しておられたブ

ラティさんにも何回か国務省で あるいは幾日も彼の家に泊まり込んでイ

ンタビューしました 彼の家では ミニトラクターの運転を教えてもらっ

て畑の野菜 トマト インゲン トウモロコシなどを採集するのを手伝っ
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たりして 彼らの生活の中に入り込んでじっくりインタビューしたり 地

下室所蔵の貴重な GHQ文書をわくわくしながら見せてもらいました 食

事はいつもアイダマエ夫人の手料理をハマダ 益子焼き の器でサービス

してもらいましたが これらの食器はアメリカの大学院生の博士論文の対

象になったとのことです とにかくブラティさんは 占領期にはまだ有名

になっていなかった浜田氏の焼き物に惹かれてたいへん親しい間柄だった

ようです このような労働課の人たちとのインタビューの結果は 岩波書

店やエムティ出版から出版された私の著書 に収録されていますので興味

のある方はお読みください

そのほかアメリカに渡るごとに労働課以外のスタッフにもインタビュー

をしました 中でも憲法制定や政治の民主化に辣腕をふるったチャール

ス・ケーディス氏に会ったのは たまたまその前日モントリオールで宿泊

したときに盗難に遭い 車の中を全部荒らされて背広や靴 さらにタイプ

ライター カセットテープレコーダー ラジオ 苦労して収集してきた資

料 それに息子がハイスクールで受け取った卒業証書や各国で収集した貨

幣や切手 それに喘息などの薬まで盗られてしまった直後で 私はポロシ

ャツとショートパンツ それにサンダルという出で立ちでの会見となり

本当に恥ずかしい思いをしました このことは日本の 産経新聞 でも

私たち 3人のしょんぼりした写真入りで大きく報じられました しかしケ

ーディスさんは 私の友達で 長年かかって仕上げた博士論文を盗まれて

しまった人がいます 竹前さんは不幸中の幸いですね といって慰めてく

ださいました そういわれてもヨーロッパやアメリカで重要な人にインタ

ビューしてタイプライターで打っていた資料をなくしてしまったことは

今でも本当に残念でたまりません ケーディスさんはわざわざアラスカの

キングサーモンを取り寄せ 夫人が丹誠込めて作った野菜を添えた手料理

と日本酒で歓待してくださいました

そのほか GHQで地方行政を担当したセシル・ティルトン氏とか ある
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いはマーカット経済科学局長顧問のシャーウッド・ファィン博士 公職追

放を担当したジャック・ネピア 神道指令で政教分離を指示したウィリア

ム・バンス博士 民間諜報局長のエリオット・ソープ准将 それから公衆

衛生福祉局長のクロフォード・サムス准将などなどにもインタビューしま

した これらの記録はソープとサムス両氏を除いて すべて中央公論社か

ら出版した著書 にまとめてあります オーラル・ヒストリー の一部

として利用していただければ幸いです またサムスに関しては 彼の伝記

を翻訳して岩波書店から出版 しました

研究方法として当時 日本の学会では 労働政策というのは一応 社会

政策ですから マルクス主義経済学にしろ近代経済学にしろ 経済学の方

法によって研究されるのが一般的でしたけれども 私はちょうどアメリカ

で注目されはじめたシカゴ大学のイーストン教授の システム分析 を使

いました 政治仮定論あるいは政策決定分析には非常に注目された研究

分析方法であるシステム分析を使って 対日労働政策の決定過程を分析す

ることにしたわけです もちろん 私の指導教授であったハワイ大学の労

使関係研究所長ハロルド・S・ロバーツ教授は 自ら ロバーツ労使関係

辞典 を著しておられ 実証研究の権威者で 私に対しても実証研究の方

法を厳しく指導してくださいました それからカリフォルニア大学 バー

クレー校 大学院在学中は 労働経済学の権威者で 日本の労働経済に関

する著書のあるウォルター・ギャレンソン教授からも いろいろと助言を

得ました この留学中に学んだシステム分析の方法論を使用して博士論文

を書き 1970年 アメリカ対日労働政策の研究 として日本評論社から

出版しました

3 占領史研究の回顧と展望

つぎに 占領史研究の回顧と展望について簡単に述べますと 出版物の
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量からいって およそ 5期に分けることができると思います

以前 歴史学研究 とか 私が 1980年に出した 占領戦後史 双柿

社 あるいは 1996年に出した GHQ日本占領史 第 1巻 日本図書セン

ター 解説 に それまでの回顧と展望を書きましたが ここでは時間の

都合上 論文は省略して著書についてだけ触れたいと思います

1 第 1期 この時期はちょうど講和条約発効 つまり 1952年前後にあ

たり 占領に対する反発もあって 民主化改革というのはソ連を中心する

国際民主主義勢力によってなされたとか アメリカ帝国主義の行った改革

だから大したことないなどというような風潮の著作が多いようです 例え

ば 日本資本主義講座や日本人の書いたものがそうです また アメリカ

の占領関係者やジャーナリストたちの著作は体験談や内幕暴露ものの翻訳

書が多く ジョン・ガンサーの マッカーサーの謎 時事通信社

1951 テクスターの 日本における失敗 文芸春秋新社 1952 皆さん

ご存じのマーク・ゲインの ニッポン日記 上・下 筑摩書房 1951  H.

E.ワイルズの 東京旋風 時事通信社 1954 など があります また

日本でも 毎日新聞社の記者だったと思いますが 住本利男の 占領史録

毎日新聞社 1952 や雑誌の 国会 ダイヤモンド 東洋経済 思

想 などの占領特集が組まれています また 芳賀四郎 日本管理の機構

と政策 有斐閣 1951 調達庁の 調達庁史 全 4巻や憲法調査会事務局

編 憲法制定に関する小委員会報告書 1959 もこの時期に出ています

さらにアメリカの原資料は使っていませんが 学問的研究としては日本政

治学会編 戦後日本の政治過程 岩波書店 1953 が出版されています

2 第 2期 この時期は 戦後も 20年という節目にあたる 1965年前後

で その特色は占領というものをある程度客観的に眺められるようになっ

てきたので それまでは 非軍事化 とか 民主化 と言っていたのを 戦

後改革 と呼び あたかも改革を自力でおこなったかのようなニュアンス

になったことです つまり 外国に占領されたということは日本人として
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屈辱的体験だったので 占領による民主化 という語はあまり使いたくな

くなった時期です この時期には日本評論社から 資料・戦後 20年史 全

5巻 法律 政治 経済 労働 マスコミ が出たり 松浦総三 占領下の

言論弾圧 現代ジャーナリズム出版会 1974 とか 大蔵省で渉外を担当

した渡辺武の 占領下の日本財政覚書 日本経済新聞社 1966  R.P.ド

ーア 日本の農地改革 岩波書店 1965 など が出版されています こ

れらはいずれも自分の貴重な体験を基にして書かれています しかし第 1

期と 2期の著作は アメリカ側の原資料が使えなかったので 本格的な占

領研究とは言えませんでした

3 第 3期 この時期は本格的な占領研究が始まったと特徴づけていい

かと思います

ちょうど 私の アメリカ対日労働政策の研究 というのが日本評論社

から 1970年に出ました 週刊新潮編集部の マッカーサーの日本 もこの

年に出ました また 足で歩いて戦後雑誌の創刊号を集めて本にした福島

鋳郎さんの 戦後雑誌発掘 が 1972年に日本エディターズ・スクール出版

部から出ました ちょっと遅れて 74年に袖井林二郎氏の マッカーサー

の二千日 というのが中央公論社から出ます そのほか徳間書店から思想

の科学研究会の占領サークルによる 共同研究・日本占領 1972 および

共同研究・日本占領軍 その光と影 上・下 1978 東京大学社会科

学研究所の 戦後改革 全 8巻 東京大学出版会 1974 大蔵省の 昭和

財政史 終戦から講和まで 全 20巻 東洋経済新報社 1974―1988 と

つぎつぎに出版されました このころ佐藤一さんの 下山事件の全研究

時事通信社 1976 という 足で歩いて実証的に研究した特異な本があり

ます

このほか 鈴木九萬監修 日本外交史 26 終戦から講和まで 鹿島研

究所出版会 1973 西村熊雄 日本外交史 27 サンフランシスコ平和条

約 鹿島研究所出版会 1974 秦郁彦 史録・日本再軍備 文藝春秋
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1977 高柳賢三・大友一郎・田中英夫編著 日本国憲法制定の過程

有斐閣 1972 武田清子 天皇観の相剋 岩波書店 1978  E.M.

ハドレー 日本財閥の解体と再編成 東洋経済新報社 1973 中村隆

英編 占領期日本の経済と政治 東京大学出版会 1979 など もこの時

期に出ています

70年代に本格的な占領研究が可能になったという背景には まず第 1に

日米双方から文献目録が出版されたこと つまり日本側からは日本学術振

興会編 日本占領文献目録 1972 アメリカ側からはミシガン大学のロ

バート・ウォード教授とフランク・シュルマン氏の 2人によって Allied
 

Occupation of Japan―Annotated Bibliography of Western Language
 

American Library Association,1974 という欧文文献目録が出版された

こと これは解説つきでたいへん分厚いものです 第 2に ちょうど国務

省が 25年原則 つまり 25年経つと秘密文書を公開するというので 外

交文書 Foreign Relations of the United States 通称 FRといわれてい

るものなどが利用できるようになったこと 第 3は それに刺激されて日

本の外交文書が外交史料館で公開され 実際の原資料が使えるようになっ

たこと などがあったと思われます

それに拍車をかけたのは 1978年からアメリカのナショナルアーカイブ

スにあった 1万箱の GHQ関係資料がマイクロフィルム化されて 日本の

国会図書館で利用できるようになったことです これは 10年間のプロジ

ェクトで 10億円の予算を投じて行われた大事業でした

もう 1つ占領研究の歴史において 大きな推進母体となった日本占領史

研究会がこの時期に誕生したことについて一言しておきます この会は

1972年 11月 3日 文化の日に天川晃さん 福島鋳郎さん 私の 3人で発足

しました 天川さんはちょうど学術振興会の文献目録の編集に実質的に中

心になって活動した人で 福島さんは戦後雑誌を精力的に集めていた方で

す 1年後には会員が 7人に増え 朝日新聞社から朝日学術奨励金という

― ―

現代法学 第8号



ものをもらったり あるいは文部省の科学研究助成費をもらって活発に活

動をし 10年後からは年末シンポジウムを開くまでになり 会員も外国人

の研究者を含めて 134名にまで膨れ上がりました この研究会は アカデ

ミズムの研究者ばかりでなく 在野のノンアカデミズムの研究者も加わり

思想的にも左右を問わず 占領に関心を持つ人はだれでも参加し 自由な

雰囲気で討論できることが特色でした この研究会は 20周年記念の 1992

年に 占領史研究会ニュース を刊行して一応幕を閉じました 私は初期

の 10年間と最後の 1年間の代表を務めました 2 3年後にはもう少し枠

を広げて 占領前と占領後を含め 占領・戦後史研究会 として継続して

います

4 第 4期 この時期は 1980年代にあたり その特色は研究のグローバ

ル化が進んだというふうに考えております 実は外国では既に 1970年代

中頃からグローバル化が進んでいます というのは 1975年からマッカー

サー記念館で 2年ごとに占領シンポジウムは開催されておりますし 77年

にはシカゴ大学でドイツと日本の占領の比 シンポジウムが行なわれてい

ます 私が直接関係しているのは 75年から 78年にかけて行なわれた 占

領に関する日米共同研究 です またドイツと日本の 向こうはフォルク

スワーゲン財団 日本は忘れましたけども やはりあるところがお金を出

してくれてシンポジウムをやっておりますが しかし これらの研究が日

本語で出版物という形になるのは 80年代です 例えばさっき言った日米

共同研究は 86年に東京大学出版会から坂本義和／ロバート・E.ウォード

編 日本占領の研究 という本になっています

それから 1980年にアメリカのアムハースト大学で行なわれた 日本

占領に関する国際会議 これの成果はレイ・ムーアによって 天皇がバ

イブルを読んだ日 講談社 1982 という本になりました このシンポジ

ウムでは 日本に 逆コース というものはあったのか なかったのかが

論じられ アメリカ側は ない 民主化という方向では一致していて

占領研究 40年
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ただ後期には速度のギアを変えただけだ と主張していました 日本側

は 方向が変わったことを肌で実感していたので強く反発しました つま

り 容共的な政策から反共的な政策ないし経済自立化に変わったのは事実

だったからです

それからもう 1つ 非常に大きなシンポジウムは 1983年に法政大学で

行なわれた 世界史の中の日本占領 というテーマでした このシンポジ

ウムはアメリカ イギリス 中国 ソ連の研究者を始め アジアのフィリ

ピンとかマレーシアの研究者や占領関係者が集まって 戦前の日本軍がや

った占領と アメリカがやった日本の占領の比 だとかアメリカのミクロ

ネシア 沖縄 韓国の占領 ソ連の対日占領政策だとか 非常に垂直的

あるいは水平的比 研究の意図のもとに開かれた非常に有意義なシンポジ

ウムでありまして 袖井林二郎氏によって 世界史のなかの日本占領 日

本評論社 1985 という本にまとめられました そのほか私が参加したも

のでは イギリスのロンドン・スクール・オブ・エコノミクス・アンド・

ポリティカル・サイエンス LSE で行なわれた 日本占領に関するシン

ポジウム とか オーストラリアのグリフィス大学で行なわれた 日独の

占領に関するシンポジウム がありました みんなこれも文献に残ってお

ります それから先ほど言いましたように GHQ文書は公開されるよう

になりまして わざわざワシントンまで行かなくても 国立国会図書館で

閲覧できるようになったことが このクローバル化を促進させたと思いま

す

この時期の著作としては 私の 戦後労働改革 東京大学出版会

1982 森田英之 対日占領政策の形成 葦書房 1982 神田文人 占領

と民主主義 小学館 1983 鈴木英一 日本占領と教育改革 勁草書

房 1983 阿部彰 戦後地方教育制度成立過程の研究 風間書房

1983 久保義三 対日占領政策と戦後教育改革 三省堂 1984 細谷千

博 サンフランシスコ講和への道 中央公論社 1984 五百旗頭真 米
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国の日本占領政策 上・下 中央公論社 1985 五十嵐武士 対日講和と

冷戦 東京大学出版会 1986 大嶽秀夫 アデナウアーと吉田茂 中央

公論社 1986 村上貴美子 占領期の福祉政策 勁草書房 1987 油井

大三郎 未完の占領改革 東京大学出版会 1989 粟屋憲太郎 東京裁

判論 大月書店 1989 中村政則 象徴天皇制への道 岩波書店

1989 遠藤公嗣 占領と労資関係政策の成立 東京大学出版会 1989

古関彰一 新憲法の誕生 中央公論社 1989 など があります この

時期には占領後期の政策について分析が行われたり 昭和も終焉とあって

とくに 1989年頃に多くの占領関係文献がみられます

5 第 5期 最後は第 5期で 1990年以降です この時期には占領研究

がますます深まったり 占領の比 研究が進む時期と特長づけてよいと思

います 深まるという意味は 研究対象が細分化し 昭和史の中で占領が

いかなる意味をもったのかを検証するために 戦前と占領後の連続と非連

続を機軸に占領を分析するということです

それから よその国の占領と日本のそれを比 すること あるいはワシ

ントンの政策と GHQ東京の政策と実際に占領が行なわれた地方レベルの

政策における三層構造の相関関係 またとくに地方から見直す占領改革を

分析することが始まった時期と思います

この時期には岡田彰 現代日本官僚制の成立 法政大学出版局

1994 日暮吉延 東京裁判の国際関係 木鐸社 2002 杉山章子 占領

下の医療改革 勁草書房 1994 平野共余子 アメリカ占領下の日本映

画検閲 草思社 1998 明田川融 日米行政協定の政治史 法政大学出

版会 1999 などの博士論文 比 研究としては 油井大三郎・中村政

則・豊下楢彦編 占領改革の国際比 三省堂 1994 中村政則・天川

晃・五十嵐武士・尹健次編 戦後日本・占領と戦後改革 全 6巻 岩波書

店 1995 そのほか 通商産業省編 通商産業政策史 第 2巻 通商産業

調査会 1991 袖井林二郎・竹前栄治編 戦後日本の原点 悠思社

占領研究 40年
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1992 土持法一 米国教育使節団の研究 玉川大学出版部 1991 久保

義三 昭和教育史 下 三省堂 1994 笹本征男 米軍占領下の原爆調査

新幹社 1995 豊下楢彦 日本占領管理体制の成立 岩波書店

1992 粟屋憲太郎・NHK取材班 東京裁判への道 日本放送協会出版

会 1994 赤木須留喜 官制の研究 日本評論社 1991 中村政則 戦

後史と象徴天皇 岩波書店 1991 荒敬 日本占領研究序説 柏書房

1994 進藤榮一 敗戦の逆説 筑摩書房 1994 同 戦後の原像 ヒ

ロシマからオキナワへ 岩波書店 1999 同 分割された領土 同

2002 五百旗頭真 占領期 首相たちの新日本 読売新聞社 1997

増田弘 公職追放 東京大学出版会 1996 同 公職追放論 岩波書

店 1998 三浦陽一 吉田茂とサンフランシスコ講和 大月書店

1996 福永文夫 占領下中道政権の形成と崩壊 岩波書店 1997 袖井

林二郎 吉田茂=マッカーサー往復書簡集 法政大学出版局 2000 天川

晃・増田弘編 地域から見直す占領改革 山川出版社 2001 三和良一

日本占領の経済政策史的研究 日本経済評論社 2002 ジョン・ダワー

敗北を抱きしめて 上・下 岩波書店 2002 など が出ています

以上述べた個々の著作については時間の都合上コメントできませんでし

たが 在野の研究者である笹本氏の著作が今世紀に入ってようやく科学思

想史界で注目されはじめたことを指摘しておきたいと思います また長野

大学の荒敬氏のグループによって 従来 不明であった初期軍政 1945.9
 

46.3 の実体を解明するために文部科学省の科学研究助成費を得て 各

都道府県の軍政中隊と軍政グループの資料を整理して研究者の利用に供す

る作業が進められています

今後の展望としては 比 研究や地域における占領改革 占領体験が今

後の日本人に活かせるか などの研究が期待されるところです

6 占領研究の成果 それでは今までの占領研究から何が明らかになっ

たかについて話してみます
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第 1は みなさんご存じかどうか分かりませんが 以前 在日外国人の

指紋押捺事件というものがありました 外国人だけ指紋押捺させられ 外

国人登録証を常時携行しなければならないことに外国人が反発した事件で

す この法的根拠は 外国人登録法ですが この法が日米政府の合作であ

ったことをロバート・リケット教授らの研究で明らかになり さらにこの

外国人登録法の基礎になったのが憲法です 実は 憲法で外国人も日本人

と同じように平等に法的保護を受けるという憲法草案が GHQによってつ

くられていたにもかかわらず 日本の司法官僚によって削除されてしまっ

た という事実が古川純教授によって明らかにされたことです

第 2は 戦前には 妻の権利というのはほとんどありませんでした 法

的に無能力とされていたのが 憲法 24条によって 家庭における両性の平

等 すなわち 女性は結婚も離婚も自由にできる 相続権もある といっ

たかなり詳細な権利規定が定められました この規定を書いたのが 20歳

代初めの若いアメリカ人女性 ベアテ・シロタさんでした 世界でこれほ

ど詳しく女性の権利を書いた憲法はありません シロタさんは存命中で

日本のテレビにも時々出て体験談を話しておられます

第 3は 天皇の地位は憲法上 象徴になって儀礼的なものしか役割はな

いわけですが たとえば米軍の沖縄基地を 25年か 50年という長期使用の

希望をアメリカ側に伝えたといういわゆる天皇メッセージのように 現実

的には重要な政治的役割を果たしているという資料が進藤榮一教授によっ

て発掘されました それから単独講和に天皇が強い影響力を及ぼしたので

はないかということも豊下楢彦教授によって指摘されています

第 4は 天皇が戦犯裁判で不起訴になったのは マッカーサーやアメリ

カ政府が天皇を政治的に利用しようとしたからであるということはよく知

られていますが 最も天皇制に対して批判的だったソ連のスターリンが検

事団に対して ソ連の方から天皇告訴はするな よその国が言い出したら

ばそれに賛成しなさい と言ったという事実が粟屋憲太郎教授によって明
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らかにされています

第 5は 六・三制教育制度がドイツでは拒否されたのに反し 日本では

不見識から受け入れてしまったというふうに言われていますが 実は日本

側が六・三制を米国教育施設団長 ストッダードに頼んで 向こうから言

ってもらったということが土持法一教授の研究によって明らかになってい

ます

第 6は GHQの公職追放と警察改革の政策などをめぐって GHQ内の

民政局 GS と参謀第 2部 G-2 との間には激しい対立があり この対

立が たとえば昭和電工事件などにみられるように 日本の保守と革新の

対立に連動していたということです また 保守党内でも山崎首班内閣を

めぐって その実現を目指す GHQ民政局=山崎派とそれを阻止しようと

する参謀第 2部=吉田派に分かれて争ったことにもみられます

第 7は事実とはいえないのですが 先ほど紹介した在野の占領研究家で

ある佐藤一さんの 下山事件の全研究 では 下山総裁の死因が 自殺説

だということを実証的に検証していますが 松本清張やその他 朝日新聞

の矢田記者などは 他殺説 を主張しました 現在は佐藤説が市民権を得

つつあります

7 日本占領のイラク占領への適用の可否 話はちょっと変わりますが

昨年 10月頃 国防省や国務省は ニューヨークタイムス紙とワシントンポ

スト紙に 日本で成功した占領すなわち民主化改革をイラクに適用した

い という記事が掲載されたので ニューヨークとワシントンのパブリッ

ク・テレビジョン局から 国防省や国務省はイラクへの適用を考えている

ようですが 専門家であるあなたはどう思いますか？ と国際電話でコメ

ントを求めてきました 私は即座に ノーだ それは無理だ 日本とイラ

クの占領は全く条件がちがう と返答し その理由をつぎのように述べま

した まず第 1に 日本にはマッカーサー元帥のようなカリスマ的リー

ダーがいましたがイラクにはそのような人物がいません また天皇のよう
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な占領への強力な協力者がイラクには存在しません 第 2に 日本の占領

はポツダム会談や極東委員会にみられるように 占領政策に対する国際的

なコンセンサスがあり これにはフィリピン インド 中国など日本の周

りのアジア諸国の意見も入っていました しかし イラクの場合は 周辺

のアラブ諸国はもちろん 国連の多数意見を無視してアメリカが単独で攻

撃を開始し占領しているのです 第 3は 長い時間かかってアメリカは対

日占領政策を企画し 日本の政治経済や文化について研究し 軍政要員に

日本語を教えたりして占領の準備をしましたが イラクにはそのようなこ

とはしていません 第 4は 日本は宗教対立がほとんどありませんが イ

ラクの占領には宗教対立という深刻な問題があることを無視しているよう

に思います 第 5は 日本には民衆の民主主義を受け入れる基盤がありま

したがイラクにはそのような基盤があるようには思えません イラク民衆

の反米感情はここに起因していると思います と

4 失明 光と闇を超えて

そこで最後に 私が失明してから感じたことを 少し述べてみたいと思

います 私はよく中学校や高校などに講演に行きますが 必ず 3つぐらい

大きな質問が出ます 1つ目は 失明した時の気持ちはどうだったのか 2

つ目は 困難をどのようにして克服したのか 3つ目は 目が見えないの

にどうやって授業をしたり本を書くのか といった質問です 第 1の質問

に対しては 私も 50歳になるころまでは まさか自分が失明するなどとい

うことは夢にも考えませんでした 本当に青天の霹靂でした 死ぬことま

では考えませんでしたけれど 頭の中が真っ白になって地獄の底に突き落

とされるような感じでした と答えてきました それでは どうやって克

服したのかという第 2の質問に対しては まず第 1に 私は中学・高校時

代にマラソンの選手をしていて 苦しいことには慣れており 目が見えな
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くなったときもその苦しさに耐えた体験から なんとか我慢できたこと

第 2に 生来 楽天的かつ意志が強かったことによって克服できたこと

第 3には 視覚障害者同士で話し合っていて 自分だけが見えないのでは

ない 他の見えない人はけっこう元気で活躍している 自分も頑張らなけ

れば と勇気づけられた と答えています 第 3の質問 これは非常に大

事なことですが 私が失明した時 大学で教えることを継続できるかどう

かたいへん悩みましたが 町田朗読奉仕会の人たちに本や資料を読んでも

らい 情報を目からではなく耳から入手することによって 職を続けるこ

とができました また どうやって授業をしたり 本や論文を書くかとい

うと 大学の配慮によって 授業補助者 つまり助手をつけていただくこ

とができたので板書などは ほとんどその方々にお願いしているというこ

とです 初めのころは自分で板書をしましたが 読みにくい字になってし

まいますから助手の方にお願いしています 講義の準備は前もって図書館

や朗読奉仕会に依頼して資料をテープ化したり 対面朗読でカバーしてい

ます 本や論文を書く時には 昔は口述筆記をしていましたが 今はコン

ピューターを使って 音声付きワープロで書いています

ところで 私は目が見えないだけではなく 心筋梗塞もやり 腎機能不

全で人工透析を受けたりしています また ここ数年間は股関節の痛みで

苦しんでいます しかし このような苦しみや困難は神によって与えられ

た試練であると考え 山中鹿之助が三日月に向かって 我に七難 苦を与

え給え と祈ったように 私は幼少のころから信心している郷里の米子不

動寺に向かって 南無滝山大日大照不動明王を敬い奉る どうか私にも

この困難を克服させ給え と祈っております 私のような者でも なにか

社会の役に立つべく 神によって活かされていると信じて これからも前

向きにプラス思考で 1歩 1歩進んでいきたいと思っております 学生の

皆さんは大きな夢をもち その実現のために努力してください

私は今 マッカーサー元帥が上下両院合同委員会で述べたOld soldiers
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never die,just fade away 老兵は死なず ただ消え去るのみ という退

任の言葉を静かにかみしめつつ 本日の最終講義を終わりたいと思います

ご静聴ありがとうございました
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